
























































































































































































蒔き、栽培するというもので、 「宿場の風の会」の常連五・六人を主体とする十二・三人がそのメンバーである。彼女達のたまり場は、地域の伝統産業を再現したＫ氏の炭焼き窯に隣接する建物である。ここを拠点にお十夜、餅搗き大会、久留里鎌めぐり等さまざまなイベントを実施しており、月刊の広報誌を刊行しているほどである。初年度はフリソデマメ、マナ等一五種を栽培 た。休耕地を利用した第一農場は七畝 の広さであったが、平成二十一年度にはさらに四畝広げ 七種 稲 栽培 。また、Ｓ学芸員さえ知らなか ようであるが、第二農場一反（うち栽培面積およそ七畝）が開設されたと ことで、 わめて意欲的である。おばあちゃん達は、 「初めはえらい仕事 持ち込んでく 」と思ったそうである。そうして「少しだけでも栽培してみるか」という気持ちでスタートしたものの、 「自分達がかかわって来た仕事でもあり、とっつきやす った」と う。 「でも大変は大変よ」と言いつつ 品種も栽培面積も広がった。それだけ共鳴 るものがあったのだろう。 「棚田を耕作して た頃はテマガリがあって、お互い行き来しながら『お茶事』をしていた。しかし今ではそんな もなく 皆が集まる良い機会」と位置づけ、お互い楽しんでいる うである（ｃ） 「おばあちゃんの畑」を発信する。　
皆で調べたり体験した「おばあちゃんの畑」のことを、君津市清和公民館の文化祭で発表し







機会であったが、それもなくなった。しかし、今ではおばあちゃん達が中心となり、婦人会や青年会と連携してさまざまなイベントを実施 ており、活況を呈するようになった。問題はせっかく復活させた伝統品種の栽培をいかに伝承していくかである。小学生との活動は、いわば先行投資であって先行不透明である。一方 地元の若者達は農業にさほど関心を示さず、従って自文化理解はまだ一部の人にしか及んでな ようである。 「自文化理解を踏まえて新たな文化の創造へ」といった道筋は、そう簡単に描けそうにない。Ｓ学芸員は『 の畑』
　
を核にさまざまな技術を伝承しながら、やがてそれで食べていけるような人が出るよう























を中心とする「ふるさとの技術体験エリア」との二つに分けられているが、ここで扱おうとするのは言うまでもなく後者である。ここにある建造物は、旧佐原市の町並等をモデルとした商家一七棟、武家屋敷一棟の他、上総・下総・安房の農家各一棟ずつと、農村歌舞伎台、水車小屋である。これらは、 「当時 環境を含めて再現」されたも で 移築したものではない。展示技法 いえば、情景再構成展示ともいえるが、台東区・下町風俗資料館、江東区・深川江戸資料館のように博物館 中に再現されたものではなく、屋外 って田畑や林野が伴うなど、景観も広い範囲にわたって再現されてい 所に特徴が 建造物についていえば オープン当初は真新しすぎて映画のセットのよ な印象を持たれ、評判はあまり芳しくなかった。しかし二〇年以上経って建造物も古色を帯び、言い替えるると落ち着い 文化財然とし 来た めか、茅葺屋根の農家や暖簾を下げた商家 たたず い、水車の回る音等に心を癒 るという人も多いようである。　
これらの建造物では、各職種に見合った展示がなされているとともに、農家では農事暦に




区分 事業名 期日 対象 定員 参加人数
学校支援
学校支援―古代米作り （/（0 栄町立酒直小学校 （（
学校支援―土人形 （/（（, （/（0, （/（ 酒直小学校・酒々井小学校





（/（（, （/（（, （/（（, 




印旛地区教職員研修 （/（, （/（ 印旛地区教育研究会 （（ （0
教職員を対象とした博物館研修 （/（（ 教員 （0 （0
子ども教室
おもちゃを作って遊ぼう （/（0 子ども （（
紙芝居・ちばの昔語り （/（（ 子ども （（（
太鼓をたたこう （/（（ 子ども （（（
たき火をしながら遊ぼう （（/（（ 子ども （（
凧揚げをしよう （/（（ 子ども （（（
どんど焼きの火でお餅を焼こう （/（（ 子ども （（（
里山観察会
（中央博と連携）
秋の山野草 （0/（（ （0 （0
きのこ （/（（ （0 （0
木の実 （（/（（ （0 （
夏の虫 （/（ （0 （（
芽吹きと芽生え （/（（ （0 （（
巡回展説明会 出土遺物巡回展「房総発掘ものがたり」解説会
（/（（, （（, （（, （/（, 







団体体験 農家・商家・資料館・総屋 年間 （0,（（（
農家実演・体験 安房の農家、上総の農家、下総の農家、農家共通 年間 （,（（0
武家屋敷実演・
体験 武家屋敷実演・体験 年間 （,（（0
総屋及びおまつり
広場実演・体験 総屋及びおまつり広場実演・体験 年間 （（,（（0
風土記の丘資料
館実演・体験 風土記団体 年間 （（（
風土記の丘資料館実演・体験 年間 （（（
講座 房総考古学講座
（/（（, （/（（, （/（（, 
（ 0/（（ ,  （ （/（（ , 
（/（（
（（（ （（（
落語会 房総座 （/（, （0/（, （/（ （（0
コンサート 歴史の里の音楽界　ニューフィルハーモニーオーケストラ千葉 （0/（（ （00 （（（
房総のむら友の
会事業 「ふるさと祭り」 （（/（ ～ （ （,00（





技術継承はどうしているのだろうと思っていた。しかし、平成十八年（二〇〇六）に指定管理者制度が導入され、学芸員の数が半減した結果、学芸員の方は企画・運営の専従となり、周辺の農家その他の人達を非常勤職員として援用することで活動を維持するようになっ 。学芸員にとって不幸中の幸いだったかもしれない。また、指定管理者制度導入のもう一つ メリットは、制約が少なくなった分、新しい企画を打ち出しや くなった点だという。　
さて、房総のむらでは各建造物毎の個別の行事に加えて、正月、春秋のまつり、むらの縁












































大川功修（和菓子） 、松崎啓三郎（浮世絵） ） 、岩崎雅子（煎餅） 、





























たも である。ここでは、全て が揃った平成四年（一九九二）の事業のうち、団体を主たる対象としている上総の農家のケースを見ておくことにしたい。上総の農家周辺には 水田二反、畑二反があり、こ における事業内容には①稲作・畑作・炭焼き等に関する演目、②水田・畑などの景観復元、③他部門で必要とする演目材料の供給、④屋敷内や周囲および林（松・竹）中の植栽の管理である。これに沿った年間栽培表と農業体験の内容は表（２）の通りである。　
このうち稲作に関しては、明治期の稲作技術に準じて（ａ）種籾浸し→（ｂ）苗代（短床揚







当時 稲作の再現を目指そうとするならば、県立中央博物館の「山のフィールド・ミュージアム」になぞらえて、 「里フィールド・ミュージアム」活動を行い、特定地域の稲作農法を修得する必要があろう。しかも稲作のみならず、畑作や生活歳時記、食品加工等にまで広げて調査し、当時の習俗、技術を追求すべきである。しかし 石井が求めたような厳密性は、調査・研究レベル・実験的再現レベル、農業体験レベルのどの段階まで求めるべきなのか、また
表2　上総の農家年間栽培表















も比較的単純なため、やむおえない部分が多い。筆者も畑作儀礼の調査を行 ていて、一連の体系的儀礼を見出せずに戸惑った経験を持ってい 畑作物の栽培工程のあり方と連動するだろうが、麦作だけは例外であり、そ 点は考慮されてしか べきだろう。　
上総の農家関連では、これら直接的農業体験に加えて、手揉み茶・梅干し作り、醤油作り等




























するとともに、新たな文化の創造を目指そうとするものであった。目標はほぼ半ばまで達しているようにも思われるが、この活動は、Ｓ学芸員 おばあちゃん達、そしておばあちゃん達のいわば束ね役、Ｋ氏が連携する とによって初めて成し得た る。とりわけＳ学芸員の努力と資質に負 所が大きい。しかしながら、その分「山のフィールドミュージアム」との関係が不明確な点は否めない。エコー・ミュージアムの場合、一つの文化圏が博物館そのものであり、コアと称する中央施設で文化圏全体を鳥瞰するとともに各サテライト、すなわち農園や職人の仕事場が散在し、そこで個々の技術伝承や文化を学ぶ いうシス ムを取り、何らかの統合性を維持している。 「山のフィールド・ミュージアム」 場合 コアも存在せず しかも自然系の分野が強く「おばあちゃんの畑」の位置づけがはっきりしないため、ど ても一体性、統合性が弱いという印象を与えてしまうのである。　
また目標の一つ、新たな文化の創造に関しては、難題ながら地域の若者をどう吸引しうるか
にかかっている。外部の新規就農者に触発されて、内部の若者が目ざめてくれるこ を願 ばかりであるが、新規就農者 受け入れ制度を整えるとともに、一刻 早く後継者の新規就農システムを整備すべきである。　
一方後者の房総のむらは、オープン当初からユニークな博物館として注目され、農家・商
家・武家屋敷それぞれにおける展示と体験学習を積極的 展開し 来た。各施設にお る個別
六八














































































































（（）石井泉「房総のむらにおける上総農家の『農事暦 事業の現状」 『千葉県立房総のむら年報 七
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